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内容 

英国の行政からみた自閉症支援    デビッド・プリース 
ノーザンプトン県の紹介／英国における自閉症スペクトラムの人々へ 
の行政サービス構造／TEACCH 導入前のノーザンプトン県の状況／な 
ぜ県として TEACCH プログラム導入を決めたか／ノーザンプトン県 
における行政制度の整備／自閉症スペクトラムを持つ家族への地域生 
活支援サービス／新しい改革における問題点と挑戦／ノーザンプトン 
県で実現したもの。 

日本における取り組み   服巻智子、野村隆司、小尾 明

パネルディスカッション 
資料集 

講演会レジュメ 英国ノーザンプトン県の自閉症福祉・教育見学記  
千葉県地域福祉支援計画抜粋 第三次千葉県障害者計画抜粋  
千葉県障害者地域生活作り宣言、参考図書・ＨＰ 

 
日本自閉症協会千葉県支部は、平成 15 年 6 月 8 日、服巻智子それいゆ自閉症専門家養成セ

ンターセンター長をコーディネーターとして、英国ノーザンプトン県障害福祉課自閉症支援チ

ーム主任で、同県の自閉症児者支援にもっとも中心的な役割を果たしてこられたデビッド・プ

リース氏を講師に招き、特別講演「英国の行政から見た自閉症支援」―地方自治体の努力・行

政主導のＴＥＡＣＣＨ導入 苦労談と成功談―を開催しました。また、千葉県から、野村隆司

氏（健康福祉部政策課政策室長）、小尾明氏（障害福祉課地域生活支援室長）に参加いただき、

千葉県における自閉症や障害者支援について紹介いただきました。本書はこれら講演、パネル

ディスカッションの記録です。 
自閉症の人が地域で自分らしく暮らすにはどのようなサービスが必要なのか、保護者をはじ

めとして、自閉症児者の教育、日常生活支援に取り組んでおられる方、自閉症に関心をお持ち

の方にとっては、本書が役立つものと期待しています。是非、ご一読下さい。住所、氏名、冊

数をご記入の上、ファックス、電子メール、はがきのいずれかでお申し込み下さい。 
 
 ファックス： 04-7174-0385（荻野） 電子メール： aschiba@japan.interq.or.jp  
  はがき： 〒270-0143 流山市向小金４－５３－３６ 荻野 あいこ 
 
・ ・・・・・・・・・・・・きりとりせん･･･・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

「英国の行政からみた自閉症支援」申込用紙 
 
ご住所 〒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
ご芳名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  電話番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
ご希望冊数＿＿＿＿＿＿＿＿＿  電子メール＿＿＿＿＿＿＿＿ 


